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例題

[1] 表が確率 p ∈ (0, 1)、裏が確率 1− pで出るような硬貨を繰り返し投げる。1回目から
n回目まで全く表が出ない事象をAnとするとき次を示せ。

P (Am+n|Am) = P (An) (m,n = 1, 2, 3, · · · ).

レポート問題 以下の [2]の解答を、次回の授業のはじめに提出して下さい。（授業
に関する要望・質問等があれば、レポートの余白に記入して下さい。）

[2] 事象の列 {An}∞n=1が独立で、P (An) =
5

6
(n = 1, 2, 3, · · · )とする。

(1) P (∩∞
n=1An) = 0を示せ。

(2) P (∪∞
n=1An) = 1を示せ。ただし仮定の下で {Ac

n}∞n=1 も独立であることを証明
なしで用いてよい。

黒板での発表用問題

以下の [3]～[5]では、正しいならば、そのことを示せ。正しくないならば、具体的な反例
を挙げて正しくないことを説明せよ。

[3] 事象A,Bに対して、P (A), P (B) > 0かつP (A∪B) = P (A) +P (B)ならばAとBは
排反といえるか。

[4] 事象A,B,Cに対して、P (A), P (B) > 0かつAとBが排反ならば

P (C|A ∪B) = P (C|A) + P (C|B)といえるか。

[5] 事象A,B,C に対して、P (A ∩ B ∩ C) = P (A)P (B)P (C)ならばA,B,C は独立とい
えるか。
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